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１月下旬の午後８時頃の星空です。月や木星は１月16日の位置を表示しています。 

実際の空を見ながら星を探すときは見る方角を下にして見ます。 

月 

１月の星空 

木星 

 新しい年を迎え寒い日が続いていますね。最近日が暮れてすぐ東の空にひときわ明るく見える星
は、太陽系最大の惑星「木星」です。街の光の中でも負けずに輝くので、晴れた日なら必ず見ること

ができます。 

 しかし、出来ることなら少しだけ暗い場所で、木星のそばで光るおうし座のα（アルファ）星アルデバ

ランを見つけたり、オリオン座、おおいぬ座、ぎょしゃ座など、冬の代表的な星座を探してみてはいか

がでしょう。 



ティコ 

※月も木星も、実際に天体望遠鏡で見ると、上下左右がさかさまに見えます。 

★今夜の月 
 今夜の月は月齢４．３で、夕暮れ時は西南西の空に見え
ます。今月は１９日（土）に上弦（半月）、２７日（日）に満月に

なります。 

次回の天文教室は 
 日時   ２月20日（水）１９時から２０時（受付１８時３０分から） 

 観察対象 ・木星 ・ふたご座の散開星団Ｍ３５  

      ・二重星（ふたご座のα星カストル） など 

木 星 

★木星 
 太陽系最大の惑星である木星は小型の天体

望遠鏡でも表面のしま模様や４大衛星（ガリレ

オ衛星）を楽しめます。 

 木星の直径は地球の１１倍余り、質量は３００

倍以上あります。 

ガニメ イオ 
カリスト 

Ｍ42 オリオン大星雲  

特報！！ 今年２０１３年は大きな彗星が二つも見られる可能性があります。３月～

４月のパンスターズ彗星と１１月～１２月のアイソン彗星です。おたのしみに 

エウロパ 

 オリオン座は、数ある星座の中でも北斗七星と並

んで、もっともなじみ深く、 冬の夜空を見上げてまず

目につく星座で、もっとも明るく、均斉のとれた美しい

星座です。 

 オリオン座をさらに有名にしているのは、オリオン

大星雲Ｍ４２の存在です。小型の双眼鏡や天体望遠

鏡でも鳥が羽を広げたような美しい姿が見えます。 

 星雲の中には、次々に新しい星が誕生している場

所があり、現代天文学の分野でも注目されています。 

★オリオン座とＭ４２ 


